
（別紙３）

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 24 （回答者数）
23

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・一人一人が意識して専門的向上を図り、小さな変化に気づ

けるよう児童と保護者に向き合う。

・継続して行い、出来たことを褒めやる気や自己肯定感の向

上が目指せるよう支援していく。

2

・経験豊富な支援者に意見を聞いたり相談したり、実践の幅

を広げる。

・研修は継続して取り組み、さらに専門的向上を図る。

・小さなことでもお互いに協力出来る様、日ごろから情報共

有を密にする。

3

・一人一人が意識して感染症対策に取り組み、手洗い、消毒など徹

底的に行う。

・安全指導では児童に分かりやすくかみ砕いて説明できるよう気を

付ける。

・ヒヤリハットの事例や児童の目線に立ち危険個所を取り除く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・配置されている職員で業務を割り振り、一人がたくさん抱

え込まないよう気を付ける。

・唐津教室と連携し、なるべく遅れないようにする。

　遅れる場合は学校に連絡する。

2
・定期的に整理整頓をし片づける

・危険な場所や位置には置かない

3

・なるべく節約しながら購入する

・安く購入できるお店を探す

・リサイクルできるものは再利用する

○事業所名 こどもプラス唐津第２教室

○保護者評価実施期間
令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

令和8年2月28日

・支援に使えるための経費やおやつ代が足りない ・物価が上がり配られている経費内、おやつ代では収まらない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員不足

　送迎がギリギリでお迎えを待ってもらっている学校もある

・業務の多さ

・人手不足

・どの学校も下校時間がほぼ同じ時間になり間に合わない

・教室内の狭さ

　書類や災害食を置くスペースがなく、積み立てている。
・賃貸の為決められたスペース、広さしかない

・個別に対するSSTの実践や個別支援をより多く実践してい

る。

・運動療育で個々の発達段階に合わせて療育が出来ている。

・児童の発達段階に合わせて課題がある所を集中して支援している。

（指先の力→指先トレーニング・洗濯ばさみ・紐結び・キャップ開け。体幹

→体幹トレーニング・クマ歩き・平均台・ケンケンなど）

・SSTやビジョントレーニングなどを用いて、相手の気持ちや他者とのコ

ミュニケーション能力が向上出来る様支援している。

・職員の専門的知識や能力向上に努めている。

・関係機関と連携し合い協力が出来ている。

・毎月動画視聴し、定期的に研修を行っている。

・虐待防止研修等で児童の安心、安全を守れるよう気を付けて

いる。

・相談支援事業所や学校、保護者と何かあれば電話やメールで

伝え、情報共有を行っている。

・感染症対策や安全指導等の研修を定期的に行っている。

・児童の安心、安全に配慮しながら支援を行っている。

・毎月の感染症情報を入手し、職員、児童に感染防止の声掛けを徹底

している。（衛生面では手洗い・消毒）

・安全指導では児童には分かりやすくパワーポイントを使い説明して

いる。保護者にもプリントを配布し情報を共有している。

・安心、安全に過ごせるように危険物は取り除いている。

事業所における自己評価総括表公表


